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強 調 月 間
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9・10月

会　場
TKPガーデンシティ大阪リバーサイドホテル

6階 バンケット6A
（大阪市都島区：JR桜ノ宮駅）

開催形式
会場参加・

オンライン（Zoom）参加
選択形式

参 加 申 込 規 程

ロジスティクス強調月間2026サポーター 一覧
株式会社ＩＨＩ
株式会社アライプロバンス
株式会社あらた
E80グループジャパン合同会社
インフォアジャパン株式会社
ＳＢＳネクサード株式会社
株式会社NTTロジスコ
王子物流株式会社
大塚倉庫株式会社
株式会社オプティマインド
花王株式会社

鹿島建設株式会社
コマツ
株式会社サーガ
サカタウエアハウス株式会社
サンコーインダストリー株式会社
株式会社スピードロール
株式会社住友倉庫
西部電機株式会社
株式会社ダイフク
DHLサプライチェーンジャパン株式会社
合同会社デロイト トーマツ

トーヨーカネツ株式会社
株式会社豊田自動織機
株式会社ナビタイムジャパン
日通ＮＥＣロジスティクス株式会社
日本貨物鉄道株式会社
日本通運株式会社
日本電気株式会社
株式会社日本海事新聞社
株式会社ハンナ
株式会社フジトランスコーポレーション
株式会社フロム・エージャパン

ホンダロジコム株式会社
三菱商事株式会社
三菱倉庫株式会社
村田機械株式会社
株式会社ライノス・パブリケーションズ
株式会社流通研究社
ロジ・ソリューション株式会社
株式会社ワールドスタッフィング

参加者Ａさん（物流事業者）「業務改善における視点や考え方は、業種や分野に関係なく参考になる部分が多かった。」
参加者Ｂさん（ 荷 主 企 業 ）「多能工化や国際輸送など共通の課題が多くあり、大変参考になった。」
参加者Ｃさん（物流事業者）「他社の改善事例を聞くことで、現場改善の進め方のヒントを得ることができた。」
参加者Ｄさん（物流事業者）「既存顧客の現場改善活動に活かせる内容が多く、とても勉強になった。」
参加者Ｅさん（ 荷 主 企 業 ）「改善事例の聴講を通じて、人員計画の重要性を改めて意識することができた。」

前回（2025年） 

参加者の声



一般社団法人日本物流資格士会は、公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会およびその前身の団
体の下で養成された、物流スペシャリストである「物流技術管理士」「国際物流管理士」「物流管理士」「物
流現場改善士」による組織です。わが国唯一の物流スペシャリスト資格者による交流組織で、会員の相互
研鑽ならびに物流に関する知識と技術の向上を図ると共に、関連諸機関と連携して物流の合理化を推進
することを目的としています。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、物流の現場力の強化を目的に「物流現場改善推進
のための手引書 改定版」を作成いたしました。⇒詳細およびダウンロードは、以下のページへアクセスし
てください。https://www1.logistics.or.jp/subdivision/kaizenbooklet.html

関西物流改善事例発表会 2026
開催にあたって

関西物流改善事例発表会2026
実行委員会 

委員長  � 望月　彰
マグチグループ株式会社　
取締役常務執行役員　
コストマネジメント本部　
管掌

　物流現場では、慢性的な労働力不足や輸送力の制約、コスト上昇への対応に加え、
物流効率化法等への実務対応が求められるなど、経営と現場の双方において変革の重
要性が一段と高まっております。 また、近年の中東情勢の不安定化により、国際物流
上の要衝におけるリスクが高まり、航路変更、輸送日数の長期化、運賃・保険料の上昇
など、グローバルサプライチェーン全体に影響が及んでおります。
　こうした環境変化のなかで、物流を安定的に機能させ続けるためには、制度対応や先
進技術の導入にとどまらず、日々の業務を担う現場が課題を的確に捉え、関係部門やパー
トナー企業と連携しながら、継続的に改善を積み重ねていくことが不可欠です。 
　とりわけ、作業方法の見直し、業務プロセスの標準化、品質向上、安全性の確保、
人材育成など、現場に根ざした改善活動は、物流の生産性を高めるだけでなく、働き
やすい職場づくりやサービス価値の向上にもつながる重要な取り組みであります。 

　公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会は、本年９月・１０月を「ロジスティク
ス強調月間」と定め、ロジスティクスの啓発、普及活動を目的に、全国各地区で講演会、
事例発表会等を開催いたします。
　当協会関西支部では、ロジスティクス強調月間の一環として、ロジスティクスの高度
化に寄与する物流現場の改善活動に焦点をあて、一般社団法人日本物流資格士会西日
本委員会との共催により「関西物流改善事例発表会２０２６」を開催し、物流現場で生
まれた優秀な改善事例を紹介いたします。

　今回のプログラムは、現場担当者の創意工夫による作業改善、部門間・企業間の協働、
ＡＩやデジタル技術の活用、品質・生産性・安全性の向上など、実践に裏づけられた取
り組みで構成されております。１１件の優秀な企業事例の発表を通じて、改善の着眼点
や進め方、成果につなげるための工夫を具体的に学んでいただけるものと存じます。 
　また、特別講演では、『激変する市場で勝ち残れるか？』中期計画の枠組み設計、理論、
企業変革の観点から、株式会社クボタ　HR本部  理事　CCX推進PT(企業文化改革)主
査　吹原　智宏氏よりご講演いただきます。

　物流現場改善に積極的に取り組む企業の事例を共有することは、参加各社における
課題解決のヒントとなるだけでなく、関西地域における物流現場力のさらなる向上にも
資するものと確信いたしております。 
　つきましては、本発表会に積極的にご参加いただきますよう、よろしくお願い申しあ
げます。



9:30〜

9:35
開会
挨拶

関西物流改善事例発表会2026 実行委員会 委員長
マグチグループ株式会社 取締役常務執行役員 コストマネジメント本部 管掌� 望月 　彰

9:35〜

9:50
JILSの
講演 「これからのロジスティクスのあるべき姿（仮）」� 公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 

9:50〜

10:15

事例
発表

1

荷主・卸売事業者・物流事業者協業による長時間荷待ち・荷役時間の改善
～掛川・ライフ大阪平林センターにおける荷待ち・荷役時間削減の取り組み～

加藤産業株式会社　ロジスティクス管理部　主任　大嶋 佑介 氏／大阪平林センター　課長　武田 　隆 氏
長時間荷待ち、荷役に課題のあった2センターにおいて、荷主・卸売事業者・物流事業者と連携し、入荷運用および納品体制の見直しを行った。掛川Cでは、荷待ち1
時間超過13台を3カ月間でゼロ台へ改善した。平林Cでは、荷待ち1時間超過86台を3台へ、荷待ち・荷役2時間超過112台を6台へ改善した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

着荷主側の入荷運用を見直す必要があったため、弊社単独での対応では改善が困難であったこと。関係各社に改善の必要性と目的を共有し、弊社主導
で合意形成を図り、物流全体最適に向けた施策を実行したこと。
自社運営改革のみの単なるセンター改善ではなく、弊社主導で荷主・卸売事業者・物流事業者を巻き込んだ三位一体改革を実現し、物流全体
最適の視点で施策を実行できたこと。荷待ち・荷役時間の大幅削減を実現できたこと。

10:15〜

10:40

事例
発表

2

フォークリフト災害ゼロへのチャレンジ ～共に働く仲間を守るために、安全確保に妥協しない～
クボタロジスティクス株式会社　SEQ推進部　企画チーム　係長　山田 真哉 氏

2006年に発生したフォークリフト作業に起因する重篤災害をきっかけに、管理面を中心とした安全対策を推進したものの、類似災害が発生した。再発防止に向け、「フォークリ
フト作業の本質安全化」を目指し、AIセンシングやICタグを活用した安全支援システムを導入した。オペレーター・作業者双方の安全確保を強化し、リスク低減を実現した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

既存のフォークリフト安全装置では十分なリスク低減が困難と判断し、メーカーと共同で作業者目線の実用的な安全装置を開発。試行錯誤を重ね、現
場導入を実現した。
クボタグループ安全衛生基本理念でもある「クボタグループには人命を犠牲にしてまでも、遂行しなければならない業務は存在しない」の理念の
下、一丸となって、今できる最善の安全対策を実現するため、妥協することなく取り組んだ。

休憩15分／事例発表1〜2の名刺交換

10:55〜

11:20

事例
発表

3

SDGs及びSWGs（Sustainable Well-being Goals）実現に向けた取り組み
サカタウエアハウス株式会社　取締役　企画室長　松田 晃輔 氏

SDGs及びポストSDGsと言われるSWGsの実現を念頭に、お客様・従業員・世間（関係先や地域社会）の“三方ウェルビーイング”の実現に向け、省力化機器の導入によ
る作業負荷の軽減や生産性の向上、太陽光発電システムの導入やEV車での配送によるCO₂削減、社会貢献活動への参加などの取組を推進している。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

SDGs及びSWGsをスローガンだけで終わらせることなく、理念を社内外に発信し、理解を得た上で具体的な行動に落とし込んでいくことに苦労した。
今後も全てのステークホルダーの理解と賛同を得られるように努めていく。
弊社にとって挑戦的な取り組みである中、トップ・ミドル以上に、特に若手社員が積極的に多様なアイデアを出し、実行に移したこと。

11:2０〜
11:45

事例
発表

4

属人化したチルド製品転送業務の標準化と
業務Excel統合による生産性向上と多能工化の実現
� 江崎グリコ株式会社　SCM本部 ロジスティクス部 チルド冷凍輸送グループ チルド改善管理チーム　リーダー　藤崎 太一 氏

地域ごとに分散・属人化していたチルド製品転送業務を抜本的に見直し、業務Excelを12種類から3種類へ統合。SAP導入を見据えた標準化を行い、合同当番体制を構
築。業務効率化と人員最適化を実現し、年間約1,000万円規模のコスト削減と柔軟性のある運用体制を確立した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

地域ごとに異なる業務仕様や運用慣習の統一にあたり、関係者との調整や合意形成に時間を要した点が最も苦労した点である。現場理解を徹底しな
がら段階的に標準化を促進。
業務とシステム双方の視点を持つメンバーが連携し、現場と密に連動しながら改善を推進した点が強みである。構想から実行・定着まで一貫し
てやり切る実行力を有している。

11:4５〜

12:1０

事例
発表

5

投入回数50％削減！帯掛け工程によるt-Sort投入効率最大化
佐川グローバルロジスティクス株式会社　関西エリア　東大阪SRC　主任　飯田 美穂 氏

従来のシングルピックからトータルピックとt-Sortによる自動仕分けへ転換した。しかし、設備能力には限界があり、そのままでは十分な効果を得られなかった。そこで独
自の帯掛け工程を考案し、複数商品をまとめて投入できる仕組みを構築。投入回数50％削減、人件費40％抑制、出荷ミスゼロを実現し、設備能力を最大限に引き出した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

商品ごとに形状やサイズが異なるため、帯掛けしにくい商品や投入しづらい商品への対応に苦労した。現場で検証を重ね、商品別数量マスタを構築す
ることで運用を確立した。
設備の限界を現場の創意工夫で乗り越え、改善を継続して成果につなげる現場力。

昼休み4５分／事例発表3〜5の名刺交換

12:5５〜

13:2０

事例
発表

6

現場の知恵を活かした改善で実現するお客様とのWin-Win関係の深化
� 株式会社NTTロジスコ　福岡物流センター　新田 麻貴 氏／狭間 透 氏

お客様の業務量拡大の要望（保管3,000アイテムを10,000アイテム）を好機と捉え、限られたリソース（スペース・人員）での実現に向け、現場の要望や知恵を収集し、現
場改善を実施。商品形状が多岐にわたる中、形状特性を考慮した対策により保管スペース充填率・作業性が向上し、お客様からのさらなる信頼を獲得するとともに、セン
ター全体に改善に対する前向きな風土が醸成された。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

保管量の増加に対し、単純な保管エリアの拡大では倉庫賃料が増加し、お客様負担が大きくなることから、現行の保管エリアを維持したまま、限られ
たリソースの中でどのように実現させるかについて知恵を出すことに最も苦労した。
改善をより気軽に行えるよう、付箋で意見を共有できる改善ボードの文化が定着している。チーム内外の連携も良く、物流センター全体で改善
に取り組む前向きな風土が醸成されており、良い雰囲気で運営されている。

関西物流改善事例発表会 プログラム 
2026年10月20日火



※都合により講演者、テーマ等、プログラムが変更になる場合がございます。

13:2０〜

1３:4５

事例
発表

7

制約下での部門間連携が生んだ荷待ち時間の短縮
～我々の「無意識」が物流の「非効率」を生んでいた～

株式会社イシダ　滋賀事業所　営業管理部　物流管理課　業務管理係　係長　真山 篤翔 氏
荷待ち時間が平均１時間以上となる中、受注量の増加により生産・出荷エリアが逼迫し、生産完了後の積込み作業が混雑することで、待ち時間延長のリスクがあった。こ
の課題に対し、流れが途切れていた生産工程と出荷工程を２ステップで連結させ、バース管理の改善も図り、荷待ち時間を平均８分へ短縮させた。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

・物流事業者へ開示する生産進捗管理システムデータと出荷案件データの突合、そしてその情報の自動配信
・安全確保のために２バース減としたバース計画の有効性確認シミュレーション　
・生産完了時刻の精度向上
課題に真摯に向き合い、三方良しの精神のもと、物流事業者、社内関連部署、そして私たち（物流管理課）が三位一体となってPDCAを回せる
こと。物流という機能と役割を通じて、チーム全員がいきいきと社会・お客様・会社へ貢献していること。

13:4５〜

1４:1０

事例
発表

8

セパレートボデーを活用した中継輸送の取り組み ～拘束時間短縮・生産性ＵＰ・CO₂削減～
トランスポートアトミック株式会社　代表取締役社長　中間 康夫 氏

2024年問題により、ドライバーの労働時間の上限から従来通りの長距離運行が困難となった。関西ー関東間を中継輸送でセパレートボデーを活用し、ドライバーの拘束
時間を30.7％削減、アイドリング時間77.5％削減、CO₂排出量14.9％削減、使用燃料17.2％削減し、輸送効率の向上を実現した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

2024年問題に伴い、いち早く中継輸送に取り組んだが、荷主にはスケールメリットを評価いただける一方、認知面や安全性の面で、中小企業ならでは
の信用を得るまでに時間を要した。今ではＳＤＧｓの観点から、荷主がＣＯ₂削減を重視し、車両を指定するケースもある。
3日運行の所をセパレートボデーの活用により日帰り運行が可能になり、不要なアイドリングや空車回送がなくなりドライバーの体力・精神的な負担
も軽減された。また、ご家族の不安軽減にもつながり好評を得ている。さらに、「当該車両に乗りたい」と言う応募者も現れ、採用にも繋がっている。

休憩20分／事例発表6〜8の名刺交換

1４:30〜

14:5５

事例
発表

9

保管スペース見直しによるEC出荷ピッキング時間削減への取り組み�
丸二倉庫株式会社　OBL PLAZA　係長　堀内 　靖 氏／主任　鈴木 愛菜 氏

①荷動きの良い・悪い商品(不動在庫)が明確でない②商品の種類、在庫も増え保管スペースが拡大③商品を作業階以外の階にも保管していたため、動線が長く、出荷作
業時間を要していた①②③の要因に対し荷動きのABC分析を用いて、不動在庫数およびSKU数を把握し、保管方法の見直しと標準化を行った結果、ピッキング指数を
32.3秒→28.3秒へ削減した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

入出荷などの通常業務を行いながら、商品の整理を進めたこと。ABCランク毎に商品を抽出・整理・配置する必要があったため、日々の出荷作業が混
乱しないように現場と打ち合わせを重ねながら、進捗をコントロールした。
迅速果敢に取り組める実行力が強みである。問題点を発見すると、解決に向けて集まり、それぞれが自らの役割を見出して行動する。また、チームの
中のコミュニケーションを密にしながら連携しているため、軌道修正にも迅速に対応できる。

14:5５〜

15:2０

事例
発表
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製×配×卸連携によるアソート商品の梱包単位検品レス
～ASNデータ活用による検品時間97％短縮と車両滞在時間削減～

加藤産業株式会社　ロジスティクス管理部　主任　大嶋 佑介 氏／課長　森田 健介 氏
メーカーへの発注はケース単位が基本だが、香辛料などの一部商品ではボール（内箱）単位の発注が認められている。アソート品は開梱後に1ボールごとの検品・賞味期限
入力が必要で、作業負荷やドライバー待機時間が課題であった。製造・配送・卸売の3社連携で梱包単位ASNを活用した検品レスを実現し、検品時間を97%短縮した。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

ケース単位への発注単位変更や、データ連携を伴わない検品省略は、運用・品質面の制約から実現が困難であった。前例のない梱包単位検品レスのた
め、関係各社間での要件定義・データ設計・運用設計に苦労した。
個社単独ではなく、製造・配送・卸売の3社が協業し、企画立案から実現、効果創出まで一体で取り組んだこと。少量多品種ゆえに検品負荷の高かっ
たアソート品において、梱包単位の検品レスを初めて実現したこと。

15:20〜

15:45

事例
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設備投資ゼロで実現！DXによる運賃最適化と作業標準化
株式会社ミスミグループ本社　西日本第二流通センター　改善グループ　ユニットリーダー 岩政 淳一 氏／リーダー 山内 健太郎 氏

出荷作業において、梱包基準が整備されていなかったことから、最適個口数以上の荷別れが発生し、コスト増を誘発。本改善により、事前データを分析することで、最良
な荷姿を事前に把握し、最適な梱包構成を構築することが可能となった。その結果、配送コストの削減及び作業標準化による生産性向上を実現。

改善活動で苦労した点

改善チームの自慢できるところ

受注と数量の組み合わせパターン数は無限に近く、その最適解の導出には高度な知識と技術が求められる中、限られた知見の中で試行錯誤を重ね、ツー
ル化を行い、業務へ展開した点。
改善チームの強みは、知恵と工夫を重ねることにより、最小限の投資で成果を創出できること。常に現場の最前線で課題を捉えながら、将来を見据え
た視点で継続的な改善を推進し、企業価値の向上に貢献。

15:45〜15:50　各発表者に記念品贈呈
休憩20分／事例発表9〜11の名刺交換

16:10〜

17:10
特別
講演

JTC クボタの企業変革 ～“変える”組織づくりの道～
【講演者からのコメント】

JTCとは Japan Traditional Company の略で古い日本の大企業を
揶揄する語。クボタが変化の激しい市場で勝ち残っていけるのか？
との問いに対し経営方針や中期計画で「変わろう」と標榜された
中、変革の推進責任者が枠組み設計や理論、思い等を説明します。
■略歴　�1990年 ㈱クボタ入社以来、人事、営業・マーケティングを経て、2013年 精密機器営業部長、2019年 ㈱クボタ計装社長、2022年 精密機器事業ユニット長などを歴任。

2021年 国家資格キャリアコンサルタント取得を契機に「人」が組織貢献する仕組みに興味を持ち、2023年に「アントレプレナー塾」を立ち上げた。2025年ＣⓒＸ推進プ
ロジェクト（企業変革推進）を立ち上げ、その主査として活躍中。

17:1０〜

17:2５
講評

【各発表内容について「よかった点」などについてコメントするほか、「全日本物流改善事例大会2027」への推薦事例を発表いたします。】
関西物流改善発表会2026 実行委員会 副委員長
ワコール流通株式会社 代表取締役社長� 新瀬 幸司

17:2５〜

17:3０
閉会
挨拶

関西支部運営委員会 委員長
ダイキン工業株式会社 物流本部 物流本部長　� 生地 　幹

株式会社クボタ　HR本部　理事
  CCX推進PT(企業文化改革)主査

吹原 智宏 氏



（2026年7月31日現在・敬称略・順不同）

名　称 関西物流改善事例発表会2026

目　的 物流改善事例を一人でも多くの物流関係者と共有することを通じて、物流改善活動の活性化とその裾野の拡大
を図り、持続可能な物流を実現する。

会　期 2026年10月20日(火)　9：30～17：30

会　場 TKPガーデンシティ大阪リバーサイドホテル　6階　バンケット6A（大阪市都島区）

企画運営 関西物流改善事例発表会2026　実行委員会

主　催 公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会／一般社団法人日本物流資格士会 西日本委員会

開催概要

物流現場改善活動に関心のある経営層・幹部社員（役員やセンター長など）、中堅・若手社員（物流改善リーダーやリーダー
候補など）、新入社員およびロジスティクス・物流に興味のある学生 など

参加対象

委 員 長 望月　　彰 マグチグループ株式会社　取締役常務執行役員　コストマネジメント本部　管掌
副委員長 新瀬　幸司 ワコール流通株式会社　代表取締役社長
委　員 上田　明広 株式会社イシダ　執行役員　営業本部　営業管理部　部長　兼　建設工事管理室　室長
委　員 中西　秀幸 江崎グリコ株式会社　ロジスティクス部　チルド冷凍輸送グループ　グループ長
委　員 片山喜久雄 株式会社NTTロジスコ　八尾物流センター長/西日本営業部長兼務

委　員 槙　　晃司 オムロン株式会社　グローバル購買・品質・物流本部　リージョナル物流部　
日本物流グループ長　経営基幹職

委　員 安沢　大輔 クボタロジスティクス株式会社　総務部　部長
委　員 篠原　武志 コイズミ物流株式会社　経営企画部　執行役員　部長
委　員 岡田　俊輔 株式会社合通ロジ　営業企画部　統括部長
委　員 太期　健仁 コクヨサプライロジスティクス株式会社　物流本部　近畿IDC　副統括所長
委　員 橋本　昌倫 佐川グローバルロジスティクス株式会社　関西エリア　エリアマネジャー
委　員 髙木　健一 株式会社ジップ　取締役
委　員 小阪　英智 センコー株式会社　広島支店　支店長　兼　山陽センコー運輸　代表取締役社長
委　員 武田　重治 ダイキン工業株式会社　物流本部　物流改革推進担当部長
委　員 森口　哲博 ダイセル物流株式会社　安全品質推進部　部長
委　員 松本　良彦 大和物流株式会社　物流統括本部　営業開発部　部長
委　員 丸山　義弘 日本通運株式会社　関西アカウントセールス部　専任部長
委　員 板垣　大介 一般社団法人日本物流資格士会　西日本委員会　委員長
委　員 牛丸　龍夫 一般社団法人日本物流資格士会　西日本委員会
委　員 柴田　吉政 レンゴーロジスティクス株式会社　営業本部　西部営業部　九州営業部　部長

実行委員会 委員一覧

	 【物流現場改善優良認定　ロゴマーク】

※提供したロゴマークのデータは名刺や会社案内等各種媒体への掲載などご自由にご活用ください。
※�認定は年度ごとに実施しており、ロゴマーク自体に認定年度(西暦)が記載されます。なお、認定基
準等につきましては当協会HPをご覧ください。

～物流現場改善に取り組む皆さんを応援します！～
物流現場改善優良認定制度のご案内

ダイヤモンド プラチナ ゴールド シルバー ブロンズ

　日本ロジスティクスシステム協会では「物流現場改善優良認
定」制度を2022年度よりスタートいたしました。本制度は物流現
場改善に積極的に取り組まれている皆様の活動
を応援すべく、物流現場改善の先進企業として
認定することで、広く産業界に周知させていただ
くことをねらいとしております。
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会　場
TKPガーデンシティ大阪リバーサイドホテル

6階 バンケット6A
（大阪市都島区：JR桜ノ宮駅）

開催形式
会場参加・

オンライン（Zoom）参加
選択形式

参 加 申 込 規 程
■参加料支払い方法
●WEB請求書で請求いたします。
●WEB請求書は原則としてお申込み手続きご担当者のE-mail宛に送付いたします。
　それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示ください。
●WEB請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。
●お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。
　※開催後になる場合は、参加申込フォームの連絡欄に明記してください。
　※�開催前日までに参加料のお振込みがなかった場合でも、自動的に参加の取消

とはなりません。
●振込手数料はお客様にてご負担願います。

【キャンセル規定】
開催７日前～前々日（開催日を含まず起算） .........参加料（消費税を除く）の30％
開催前日および当日 .............................. 参加料（原則として消費税を除く）の全額
※参加申込をキャンセルする場合は事前に問い合わせ先にお申し出ください。

■ご注意
●お申し込み時に会場参加もしくはオンライン参加をご選択ください。
●参加者全員にPDFテキストをメール等にて事前にお送りいたします。
　※�発表により、テキストデータ送付が不可となる場合がございます。あらかじ

めご了承ください。
●会場参加者につきましては、開催日当日、会場にて冊子テキストをお渡しいた

します。
　※オンライン参加者には冊子テキストの配布はございません。
　※テキストのみの販売はいたしておりません。
●スライド内容を撮影する目的での写真撮影および発表内容の録音はご遠慮くだ

さい。

事務局
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 関西支部
〒530-0001 大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞ビル11F
e-mail：kansai@logistics.or.jp

個人情報のお取り扱いについて
当当協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリ
シー（https://www1.logistics.or.jp/privacy.html）をご覧ください。なお、ご記入い
ただきましたお客様の個人情報は、本発表会に関する確認・連絡・参加者名簿の作成
および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

■参加料（会場参加・オンライン参加ともに同価格です。）

参加料金（消費税込）
日本ロジスティクスシステム協会 会員

日本物流資格士会 会員 16,500円/1名

上記会員外 25,300円/1名
※上記料金には、昼食代は含まれておりません。

◆有資格者優待（フォローアッププログラム）

　当協会では、有資格者のためのフォローアッププログラムを実施しており
ます。本プログラムは、当協会主催の講座で習得した知識をより深め実践の
場で活用できる能力を身につけたいという、有資格者からの強い希望を受け
て、当協会認定の資格※をお持ちの方に、当協会主催のプログラムを、優待
料金にてご提供するものです。実践力の強化、最新の情報収集の場として、
ぜひご活用ください。

◇フォローアッププログラム参加料：11,000円/ １名（消費税込）
　フォローアッププログラムにお申し込み後、参加者が資格をお持ちでない
方に変更になった場合は、参加料の差額を請求させていただきます。あらか
じめご了承ください。

有資格者優待の該当保有資格をご確認ください。
※ロジスティクス経営士、国際物流管理士、グリーンロジスティクス管理士、 

物流技術管理士、　物流現場改善士

■参加定員
●会場参加：150名（定員になり次第、締め切らせていただきます）

■参加申込方法
●WEBサイトからお申し込みください。
　当協会ホームページの本プログラムのページより
　お申し込みください。
※右記QRコードから「関西物流改善事例発表会」専用ページにアクセスいただけます。
※QRコードは画面の傷、汚れ、光の反射等によって読み取れない場合があります。
※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

トップ   
イベント・

講習会・交流会   
改善事例

大会・発表会   

会場のご案内
TKPガーデンシティ　大阪リバーサイドホテル
〒534-0027	 大阪府大阪市都島区中野町5-12-30
交通のご案内
JR大阪環状線　「桜ノ宮」駅徒歩3分

参 加 要 項

オンライン参加について
会場での発表をオンラインライブ配信（Zoom利用）いたします。
日本ロジスティクスシステム協会（以下「主催者」という）が定める「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」と、以下の事項に同意のうえお申し込
みください。
https://www1.logistics.or.jp/Portals/0/pdf/onlinekensyu.pdf
●Zoomクライアントが使用できない場合はご参加いただけません。開催前に接

続確認のご案内をいたします。
●本発表会の参加者は申込時に登録した参加者に限定し、1人1台のデバイスでご

参加いただきます。
●主催者に起因する事由や不測の事態により通信が中断した場合は、録画した本

発表会を期間限定で配信します。

●参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負わない
ものとします。

●本発表会の録画、録音、撮影は禁止します。
●参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の聴講を中止

する場合があります。

プログラム内容の
お問い合わせ先

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会　関西支部
TEL.06-4797-2070　e-mail：kansai@logistics.or.jp KA-2640
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